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取扱説明書 

■ご使用前に必ずご確認ください■ 
※本商品のご使用前に最終項に記載の URL（保証規定）より保証規定の内容を読み、ご理解のうえご使用ください。 

※本商品の使用をもって、本書と保証規定の内容の全てを理解・承諾したものとみなします。本書内の注意事項を守らず使用したことによ

る事故や損害について、当社では一切の責任を負いません。 

※本書は、いつでも取り出して読めるように大切に保管してください。また第三者に譲渡する場合は、必ず本書も併せてお渡しください。 

本書では正しい取り付け、取扱方法および点検整備に関する重要な事項を、次のシンボルマークで示していま

す。 

 

禁止の行為である

ことを告げるもの

です。  

行為を強制したり指

示する内容を告げる

ものです。  

表記の注意を告げ

るものです。  

その他の警告及び

注意を告げるもの

です。 

 

 要件を満たさず使用しますと、死亡または重傷に至る可能性や第三者の生命や財産を損なう可能性が想定される場合を示してあります。 

 

・本商品は 18W 以上を出力できる USB Power Delivery（USB PD）に対応しています。18Ｗ未満の出力しかできない機器に接続した場合、

本来の性能を発揮できないだけでなく、接続機器の破損などの原因になるおそれがあります。 

・USB の端子部は防水構造ではありません。雪や雨天の場合は使用しないでください。 

・本商品、または電源側にサビが発生している場合は使用しないでください。異常発熱の原因になる可能性があります。 

・本商品を折り曲げや引っ張り、切ったりなど行なわないでください。商品の破損や異常な発熱、火災などの原因となる可能性があります。 

 

・USB 端子内にゴミなどの異物が入らないようにしてください。ショートや破損などの原因となります。 

・走行中に異常が発生した場合は、直ちに車両を安全な場所に停車させ、USB 接続を外して異常箇所を必ず点検してください。異常があった場

合は、商品の使用または車両の走行を中止し、販売店へご相談してください。 

 

 要件を満たさず使用しますと、傷害に至る可能性または物的損害の発生が想定される場合を示してあります。 

 

・商品取り扱いの際は保護手袋を着用するなどケガには十分に注意して作業を行なってください。 

・本商品を開梱の際は構成部品の内容や数量、外観の不具合、異常がないことを必ず確認ください。万一気づきの点がございましたら、ご使用前

にお買い求め販売店へ速やかにご相談ください。 

・作業は周囲の安全を確保し、車両の転倒やケガに十分注意して作業を行なってください。 

・本商品はメインキーに連動して ON／OFF 作動しますが、セル始動時にバッテリー電圧が著しく低下すると、電源がオフになったり、正常に動

作しない場合があります。セル始動が困難となる車両につきましては、エンジン始動後にスイッチ操作で本商品を起動してください。 

・走行前に異常がないか各部の点検を行なってください。ヒートシートにキズや亀裂、剥がれ、破れが見られる場合は、ケガや破損の原因となる

ため使用を中止して、新品に交換してください。 

・本商品のスイッチ操作は電源投入時のみ可能です。また、本商品は電源投入時に操作したスイッチの ON／OFF の状態を保持します。そのため、

スイッチが ON の状態で車体側の電源を OFF にすると、次回の起動時も ON の状態で動作し、車体側の電源と連動して動作します。車体側の

電源と連動させない場合は、スイッチを OFF にしてから車体側の電源を OFF にしてください。 

・本商品は車体側の電源供給が不安定になると異常を検知し、作動を停止します。その後、自動的に再起動します。再起動を繰り返す場合は、車

体側の電源に何らかの異常が発生している可能性があります。車体側の電源を確認し、異常が解消されない場合は使用を中止してください。 

・電熱商品は通常の電装部品に比べて多くの電力を消費します。発電能力が低い車両やバッテリー容量が小さい車両、劣化したバッテリーではバ

ッテリー上がりを起こしやすくなります。こまめにバッテリーの充電を行なってください。またストップ＆ゴーを繰り返す乗り方もバッテリー

上がりを起こしやすくする原因となります。ご注意ください。 

・バッテリー容量が小さい車両や 125CC クラス、ならびにアイドリングストップ装備車では、温度レベル 3（グリーン）まででご使用ください。

レベル４以上で使用した場合、バッテリー上がりの原因となるおそれがあります。 

 

・長時間の使用により、低温ヤケドする可能性があります。目安として 30 分に１回程度のスイッチ OFF にして、ご使用ください。また冬用の

厚手のグローブでも低温ヤケドの危険がありますので、ご注意ください。 

 

・商品保証は本商品のみが対象になります。また、本商品を装着したことによる物的損害や人的損害などの補償は一切お受けできません。 

・本書に記載の温度表記は、一定の環境下で測定した温度になります。使用環境によっては、表記温度から変わる場合があります。 

・製品の正常作動環境温度は「-20℃～50℃」です。 

・本商品はΦ22.2ハンドル用のグリップに対応しております。１インチハンドル用グリップに使用すると長さが足りなくなる場合があります。また、

外径Φ30以下の細いグリップなどには推奨しません。電熱フィルムの折れや曲がりにつながる可能性があり、異常発熱の原因となります。 

・ヒートシートは消耗品です。特にスロットル側は頻繁に動くため、表面の印刷フィルムが剝がれたり、ヒートシートが摩耗しやすくなります。 

・本商品には復帰型ヒューズを搭載しております。車体側の電源に異常が発生し、15V 以上の電圧が入力されると作動を停止します。作動停止

した場合は、電源接続を外して一定時間経過させることで保護回路が復帰します。 

・本商品、または本書でご紹介した商品は予告なしに価格や仕様を変更する場合がございます。あらかじめご了承ください。 
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商品内容  
NO パーツ名 サイズ(mm) 数量 NO パーツ名 サイズ(mm) 数量 

① ヒートシート右 ケーブル長約 500ｍｍ 1 ③ USB PD 専用ケーブル ケーブル長約 450ｍｍ 1 

② ヒートシート左 ケーブル長約 500ｍｍ 1 ④ 結束バンド 150ｍｍ 4 

 

 

 取付方法                                                    

【作業前の注意事項】 

・純正部品の取り外しや取り付けについては、各メーカー発行のサービスマニュアルに従い、正しく行なってください。 

・作業を始める前に周囲の安全を確保し、車両を安定させた状態で転倒やケガなどに十分注意して作業してください。 
 

 01．グリップに取り付け                                       
・図 1 参考に、①ヒートシート右を右グリップへ巻き付けて面ファスナーで固定します。また、①ヒートシートから出てい

る配線が下側（地面側）にくるように取り付けてください。 
※運転席側から見て、DAYTONA ロゴが上下で逆なっている場合は、ヒートシートの左右逆に取り付けられています。ご注意ください。 

※②ヒートシート左も同様に左グリップへ巻き付け、面ファスナーで固定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



 

 

38494 ③/④ 

2026/04/10 

 

 02．ヒートシートの接続                                        
・図 2 参考に、①ヒートシート右と②ヒートシート左のケーブルを③USB PD専用ケーブルに各々接続します。 

・③USB PD専用ケーブルを PD 対応 USB 電源に差し込み、電源を入れて正常に動作することを確認します。 

・各配線を④結束バンドで車体に固定してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 03．操作方法                                             
・本商品の操作方法は、スイッチで ON／OFF する方法と、メインキー連動で ON／OFF する方法の２通りがあります。 

・図 3 と図 4 を参考に、どちらかの方法でご使用ください。 
※セル始動が困難な車両は、図 3の方法でエンジン始動後にスイッチの ON／OFF 操作で本商品の起動や停止を行なってください。 
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 04．点検作業                                                

・各部を点検して正常に動作することを確認し、異常がなければ作業は終了です。 

 

 05．補足                                                  

・温度レベルを切り替えても温度が上昇しない場合は、車体側の電源出力が 12V 出ていない可能性があります。車体側の電

源状態を確認してください。 

・走行前に異常がないか各部の点検を行なってください。本商品は面ファスナーによる固定のため、特にスロットル操作を繰

り返す①ヒートシート右は、念入りに確認してください。 

・左右のヒートシートにキズや亀裂、剥がれ、破れが見られる場合は、ケガや破損の原因となるため使用を中止し、新品に交

換してください。 

 
 

 


